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野村外国株（含む新興国） 
インデックス Aコース 

（野村投資一任口座向け） 
運用報告書(全体版) 

 
第９期（決算日2022年１月17日） 

 
作成対象期間（2021年７月20日～2022年１月17日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／海外／株式／インデックス型 
信 託 期 間 2017年12月15日以降、無期限とします。 

運 用 方 針 

外国株式為替ヘッジ型マザーファンドおよび新興国株式マザーファンド（以下「各マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、外国の株式
（新興国の株式（DR（預託証書）を含みます。）を含みます。）を実質的な主要投資対象とし、MSCI-KOKUSAI指数（円ベース・為替ヘッジあり）とMSCIエマー
ジング・マーケット・インデックス（配当込み・円ベース・米ドル売り円買い）の月次リターンを、MSCI-KOKUSAI指数とMSCIエマージング・マーケット・イ
ンデックスの時価総額加重で合成して算出した指数を対象指数とし、対象指数の動きに連動する投資成果を目指して運用を行ないます。 
先進国株式（除く日本）への実質的な投資に伴う為替ヘッジはマザーファンドにおいて行なうため、先進国株式（除く日本）の実質的な保有分について、当
ファンドにおいては原則として行ないません。 
新興国株式への投資に伴い実質的に組入れた外貨建資産については、原則として米ドル売り円買いの為替予約取引を行ないます。 

主 な 投 資 対 象 

野村外国株（含む新興国） 
インデックス Aコース 

（野村投資一任口座向け） 

各マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、株価指数先物取引および外国為替予約取引等を活用する場合や、株
式等に直接投資する場合があります。また、各マザーファンド受益証券に代えて、各マザーファンドの対象指数に連動する投資
成果を目指して運用を行なう上場投資信託証券に投資する場合があります。 

外国株式為替ヘッジ型マザーファンド 外国の株式を主要投資対象とします。 
新興国株式マザーファンド 新興国の株式（DR（預託証書）を含みます。）を主要投資対象とします。 

主 な 投 資 制 限 

野村外国株（含む新興国） 
インデックス Aコース 

（野村投資一任口座向け） 

株式への実質投資割合には制限を設けません。 
外貨建資産への実質投資割合には制限を設けません。 

外国株式為替ヘッジ型マザーファンド 
株式への投資割合には制限を設けません。 
外貨建資産への投資割合には制限を設けません。 

新興国株式マザーファンド 
株式への投資割合には制限を設けません。 
外貨建資産への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、基準価額水準等を勘案して分配します。留保益の
運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 
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－ 1 － 

野村外国株（含む新興国）インデックス Aコース（野村投資一任口座向け）

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株   式 
組入比率 

株   式 
先物比率 

投資信託 
証   券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ ％ 百万円 

５期(2020年１月17日) 11,616 40 8.5 118.74 8.8 96.5 1.5 2.9 5,819 

６期(2020年７月17日) 11,037 25 △ 4.8 113.33 △ 4.6 93.6 3.5 2.5 5,592 

７期(2021年１月18日) 12,983 85 18.4 134.74 18.9 94.6 3.4 2.4 7,920 

８期(2021年７月19日) 14,365 130 11.6 150.93 12.0 93.5 2.5 2.5 12,654 

９期(2022年１月17日) 14,906 145 4.8 158.51 5.0 93.8 3.0 2.5 14,222 
 
＊ 基準価額の騰落率は分配金込み。 
＊ 当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載してお

ります。 
＊ 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
 

＊ベンチマークは、MSCI-KOKUSAI指数（円ベース・為替ヘッジあり）とMSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込み・円

ベース・米ドル売り円買い）の月次リターンを、MSCI-KOKUSAI指数とMSCIエマージング・マーケット・インデックスの時価総額加重

で合成して算出した指数です。設定時を100としています。指数の合成にあたっては、基準価額への反映を考慮して、営業日前日の指数

値をもとにしています。 

＊MSCI指数は、MSCIが独占的に所有しています。MSCI及びMSCI指数は、MSCI及びその関係会社のサービスマークであり、野村アセット

マネジメント株式会社は特定の目的のためにその使用を許諾されています。 

 ここに記載されたいかなるファンドも、MSCI、MSCIの関連会社及びMSCI指数の作成または編集に関与あるいは関係したその他の当事者

のいかなる者がその合法性および適合性に関して判断したものではなく、また、これを発行、後援、推奨、販売、運用または宣伝するも

のでもなく、ここに記載されたいかなるファンドに関していかなる保証も行なわず、いかなる責任も負いません。 

 請求目論見書には、MSCIが野村アセットマネジメント株式会社およびその関連するファンドと有する限定的な関係について、より詳細

な記述があります。 

（出所）MSCI 
  

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ ％ 

2021年７月19日 14,365 － 150.93 － 93.5 2.5 2.5 

７月末 14,561 1.4 152.98 1.4 93.1 2.7 2.5 

８月末 14,842 3.3 156.01 3.4 92.9 4.5 2.5 

９月末 14,309 △0.4 150.47 △0.3 94.0 5.7 2.5 

10月末 14,999 4.4 157.74 4.5 94.8 4.4 2.5 

11月末 14,967 4.2 157.49 4.3 92.7 3.9 2.5 

12月末 15,330 6.7 161.39 6.9 94.1 4.7 2.6 

(期  末)        

2022年１月17日 15,051 4.8 158.51 5.0 93.8 3.0 2.5 
 
＊ 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊ 株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。 

＊ 当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載してお

ります。 

＊ 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。   
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野村外国株（含む新興国）インデックス Aコース（野村投資一任口座向け）

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2021年７月19日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 
（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注） ベンチマークは、MSCI-KOKUSAI指数（円ベース・為替ヘッジあり）とMSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込み・円

ベース・米ドル売り円買い）の月次リターンを、MSCI-KOKUSAI指数とMSCIエマージング・マーケット・インデックスの時価総額加重
で合成して算出した指数です。ベンチマークは、作成期首（2021年７月19日）の値が基準価額と同一となるように計算しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 
新型コロナウイルスの経口治療薬の早期実用化への期待が台頭したことや堅調な欧米企業

の決算発表が続いたことなどを受けて、基準価額は上昇しました。 
 

○投資環境 
主要投資国の株式市場は、期首から堅調な欧米企業の決算や欧米の経済指標が市場予想を上

回ったことなどを受けて上昇しました。2021年９月には、米国での新型コロナウイルスの感染
再拡大や中国の大手不動産会社の債務問題を受けて投資家のリスク回避姿勢が強まり下落に
転じましたが、10月以降は、新型コロナウイルスの経口治療薬の早期実用化への期待が台頭し
たことや米債務上限問題が先送りされたこと、堅調な欧米企業の決算発表が続いたことなどか
ら再び上昇しました。11月下旬以降は、新型コロナウイルスのオミクロン株の感染拡大への懸
念や感染による重症化リスクが低いとの見方などを巡り一進一退となりましたが、期を通じて
は上昇しました。   
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野村外国株（含む新興国）インデックス Aコース（野村投資一任口座向け）

○当ファンドのポートフォリオ 

［野村外国株（含む新興国）インデックス Aコース（野村投資一任口座向け）］ 

MSCI-KOKUSAI指数（円ベース・為替ヘッジあり）とMSCIエマージング・マーケット・イン

デックス（配当込み・円ベース・米ドル売り円買い）の月次リターンを、MSCI-KOKUSAI指数

とMSCIエマージング・マーケット・インデックスの時価総額加重で合成して算出した指数（対

象指数）における先進国（除く日本）および新興国の割合に基づいて［外国株式為替ヘッジ型

マザーファンド］受益証券および［新興国株式マザーファンド］受益証券ならびに株式先物を

組み入れ、対象指数の動きに連動する投資成果を目指して運用を行ないました。なお、先進国

株式への実質的な投資に伴う為替ヘッジはマザーファンドにおいて行ないましたが、新興国株

式への投資に伴い実質的に組み入れた外貨建資産については、米ドル売り円買いの為替予約取

引を行ないました。各マザーファンド受益証券および株式先物の組入比率の合計は期を通じ高

位に維持しました。 

 

［外国株式為替ヘッジ型マザーファンド］ 

・株式組入比率 

株式（投資信託証券や先物を含む）組入比率は、期を通じて概ねベンチマーク（MSCI-

KOKUSAI指数（円ベース・為替ヘッジあり））の株式比率と同等に維持しました。 

 

・期中の主な動き 

ベンチマークの動きに連動する投資成果を目指し、現物株式への投資にあたっては、各銘柄

への投資比率を各銘柄がベンチマークの中で占める比率にほぼ一致させ、ベンチマークの変更

（銘柄入れ替え、比率変更など）に対応して適宜ポートフォリオの見直しおよび修正を行ない、

資金流出入に対しても速やかに対応しました。 

 

・為替ヘッジ 

外貨建資産については概ねベンチマークと同様に為替ヘッジ（為替の売り予約）を行ないま

した。 

 

［新興国株式マザーファンド］ 

MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込み・円換算ベース）の中長期的な動

きを概ね捉える投資成果を目指すため、新興国の株式（ETF（上場投資信託証券）やDR（預託

証書）を含む）に幅広く分散投資し、株式先物への投資も一部行ないました。期中の資金流出

入やMSCIエマージング・マーケット・インデックスの変更（銘柄入れ替え、比率変更など）に

対応して適宜ポートフォリオの見直しを行ない、実質株式組入比率は期を通じて高位を維持し

ました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行ないませんでした。 
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野村外国株（含む新興国）インデックス Aコース（野村投資一任口座向け）

○当ファンドのベンチマークとの差異 

今期の基準価額の騰落率は＋4.8％となり、ベ

ンチマークである対象指数の＋5.0％を0.2ポイ

ント下回りました。 

 

【主な差異要因】 

（マイナス要因） 

①コスト負担（当ファンドにかかる信託報酬

や、マザーファンドでかかる売買コストや保

管費用など） 

②配当金に対する課税（ファンドでは税引き後

の配当金が計上される一方、ベンチマークは

税引き前で計算されるため） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎分配金 

収益分配金は、基準価額水準等を勘案して決定させていただきました。 

留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第９期 

2021年７月20日～ 
2022年１月17日 

当期分配金 145  

(対基準価額比率) 0.963％ 

 当期の収益 145  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 4,905  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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野村外国株（含む新興国）インデックス Aコース（野村投資一任口座向け）

◎今後の運用方針 

［野村外国株（含む新興国）インデックス Aコース（野村投資一任口座向け）］ 

MSCI-KOKUSAI指数（円ベース・為替ヘッジあり）とMSCIエマージング・マーケット・イン

デックス（配当込み・円ベース・米ドル売り円買い）の月次リターンを、MSCI-KOKUSAI指数

とMSCIエマージング・マーケット・インデックスの時価総額加重で合成して算出した指数（対

象指数）における先進国（除く日本）および新興国の割合に基づいて［外国株式為替ヘッジ型

マザーファンド］受益証券および［新興国株式マザーファンド］受益証券ならびに株式先物を

組み入れ、対象指数の動きに連動する投資成果を目指して運用を行ないます。先進国株式への

実質的な投資に伴う為替ヘッジはマザーファンドにおいて行ないますが、新興国株式への投資

に伴い実質的に組み入れた外貨建資産については、原則として米ドル売り円買いの為替予約取

引を行ないます。 

 

［外国株式為替ヘッジ型マザーファンド］ 

引き続き、MSCI-KOKUSAI指数（円ベース・為替ヘッジあり）の動きに連動する投資成果を

目指して運用を行ないます。 

 

［新興国株式マザーファンド］ 

引き続き、MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込み・円換算ベース）の中

長期的な動きを概ね捉える投資成果を目指して運用を行ないます。 

 

引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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野村外国株（含む新興国）インデックス Aコース（野村投資一任口座向け）

○１万口当たりの費用明細 (2021年７月20日～2022年１月17日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 31  0.208  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (24)  (0.165)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 4)  (0.027)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.016)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 0   0.003   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 0)  (0.002)   

 （ 新 株 予 約 権 証 券 ） ( 0)  (0.000)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.000)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） ( 0)  (0.001)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.002   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
   ※有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） ( 0)  (0.002)   

 （ 新 株 予 約 権 証 券 ） ( 0)  (0.000)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 3   0.018   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 1)  (0.006)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 1)  (0.010)  信託事務の処理に要するその他の諸費用 

 合 計 34   0.231    

期中の平均基準価額は、14,834円です。  

 
＊ 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
＊ 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
＊ 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン

ドに対応するものを含みます。 
＊ 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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野村外国株（含む新興国）インデックス Aコース（野村投資一任口座向け）

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は0.45％です。 
 

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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野村外国株（含む新興国）インデックス Aコース（野村投資一任口座向け）

○売買及び取引の状況 (2021年７月20日～2022年１月17日) 

 

種 類 別 
買 建 売 建 

新規買付額 決 済 額 新規売付額 決 済 額 

外 
国 

 百万円 百万円 百万円 百万円 
株式先物取引 57 57 － － 

 
＊単位未満は切り捨て。 

＊外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。 

 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
外国株式為替ヘッジ型マザーファンド 411,115 1,176,194 131,864 385,331 

新興国株式マザーファンド 123,311 198,969 79,326 129,522 
 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2021年７月20日～2022年１月17日) 

 

項 目 
当 期 

外国株式為替ヘッジ型 
マザーファンド 

新興国株式 
マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 8,998,545千円 5,204,727千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 87,387,585千円 62,695,793千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.10   0.08   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

  

先物取引の種類別取引状況 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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野村外国株（含む新興国）インデックス Aコース（野村投資一任口座向け）

○利害関係人との取引状況等 (2021年７月20日～2022年１月17日) 

 

＜野村外国株（含む新興国）インデックス Aコース（野村投資一任口座向け）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜外国株式為替ヘッジ型マザーファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜新興国株式マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 9,741 1,684 17.3 6,129 1,684 27.5 

平均保有割合 2.4%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
信託銀行です。 

 

○組入資産の明細 (2022年１月17日現在) 

 

銘      柄      別 
当 期 末 

買   建   額 売   建   額 

外 
国 

  百万円 百万円 

株式先物取引 MSCIN 28 － 
 
＊単位未満は切り捨て。 

＊邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

 

  

利害関係人との取引状況 

先物取引の銘柄別期末残高 
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野村外国株（含む新興国）インデックス Aコース（野村投資一任口座向け）

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

外国株式為替ヘッジ型マザーファンド 3,956,302 4,235,554 12,464,388 

新興国株式マザーファンド 991,113 1,035,098 1,702,944 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2022年１月17日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

外国株式為替ヘッジ型マザーファンド 12,464,388 86.5 

新興国株式マザーファンド 1,702,944 11.8 

コール・ローン等、その他 234,319 1.7 

投資信託財産総額 14,401,651 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊外国株式為替ヘッジ型マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（94,949,477千円）の投資信託財産総額（97,374,187千円）

に対する比率は97.5％です。 

＊新興国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（72,320,712千円）の投資信託財産総額（72,746,962千円）に対する比

率は99.4％です。 

＊当期末における外貨建純資産（11,148千円）の投資信託財産総額（14,401,651千円）に対する比率は0.1％です。 

＊外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１カタールリヤル＝31.28円、１米ドル＝

114.34円、１カナダドル＝91.19円、１英ポンド＝156.35円、１スイスフラン＝125.03円、１スウェーデンクローナ＝12.67円、１ノルウェー

クローネ＝13.03円、１デンマーククローネ＝17.53円、１トルコリラ＝8.4617円、１ユーロ＝130.45円、１チェココルナ＝5.3226円、１フォ

リント＝0.365802円、１ズロチ＝28.7374円、１香港ドル＝14.68円、１シンガポールドル＝84.80円、１リンギ＝27.3101円、１バーツ＝3.44

円、１フィリピンペソ＝2.2367円、１ルピア＝0.008円、１ウォン＝0.0961円、１新台湾ドル＝4.1447円、１豪ドル＝82.45円、１ニュージー

ランドドル＝77.79円、１インドルピー＝1.55円、１新シェケル＝36.7936円、１メキシコペソ＝5.6336円、１レアル＝20.6768円、１チリペ

ソ＝0.139458円、１コロンビアペソ＝0.028538円、１UAEディルハム＝31.18円、１エジプトポンド＝7.2864円、１ランド＝7.44円、１クウェー

トディナール＝379.49円、１サウジアラビアリヤル＝30.52円。 

 

 

親投資信託残高 
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野村外国株（含む新興国）インデックス Aコース（野村投資一任口座向け）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年１月17日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 16,051,132,569   

 コール・ローン等 58,959,670   

 外国株式為替ヘッジ型マザーファンド(評価額) 12,464,388,676   

 新興国株式マザーファンド(評価額) 1,702,944,285   

 未収入金 1,814,613,114   

 差入委託証拠金 10,226,824   

(B) 負債 1,828,662,172   

 未払金 1,649,480,769   

 未払収益分配金 138,350,800   

 未払解約金 11,970,962   

 未払信託報酬 28,633,609   

 未払利息 37   

 その他未払費用 225,995   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 14,222,470,397   

 元本 9,541,434,503   

 次期繰越損益金 4,681,035,894   

(D) 受益権総口数 9,541,434,503口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 14,906円 
 

（注）期首元本額は 8,809,198,490 円、期中追加設定元本額は

1,410,895,235円、期中一部解約元本額は678,659,222円、１口当

たり純資産額は1.4906円です。 
 

○損益の状況 (2021年７月20日～2022年１月17日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        8,724   

 支払利息 △        8,724   

(B) 有価証券売買損益 627,871,937   

 売買益 802,443,984   

 売買損 △  174,572,047   

(C) 先物取引等取引損益 △    1,395,406   

 取引益 921,580   

 取引損 △    2,316,986   

(D) 信託報酬等 △   28,859,604   

(E) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) 597,608,203   

(F) 前期繰越損益金 2,119,404,085   

(G) 追加信託差損益金 2,102,374,406   

 (配当等相当額) (  1,907,253,291)  

 (売買損益相当額) (    195,121,115)  

(H) 計(Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 4,819,386,694   

(I) 収益分配金 △  138,350,800   

 次期繰越損益金(Ｈ＋Ｉ) 4,681,035,894   

 追加信託差損益金 2,102,374,406   

 (配当等相当額) (  1,909,591,360)  

 (売買損益相当額) (    192,783,046)  

 分配準備積立金 2,578,661,488   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益および(C)先物取引等取引

損益は期末の評価換えによるものを含みます。 

＊損益の状況の中で(D)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(G)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2021年７月20日～2022年１月17日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2021年７月20日～ 
2022年１月17日 

a. 配当等収益(経費控除後) 90,871,453円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 506,736,750円 

c. 信託約款に定める収益調整金 2,102,374,406円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 2,119,404,085円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 4,819,386,694円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 5,050円 

g. 分配金 138,350,800円 

h. 分配金(１万口当たり) 145円 
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野村外国株（含む新興国）インデックス Aコース（野村投資一任口座向け）

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 145円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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